
-品川歴史館解説シート

緑 多彩 -歴史館庭園一

A渓流に架かる木橋から茶室を望む

A茶室“松滴庵"

小講 '堂

品川歴史館庭園は、 中央 に芝生の広がり、 渓流

しようてきあん
を想像させるこ本の流れ、 東側の茶室、松滴庵、

と露地、 西側の池と竪穴式住居跡の復元模型に

よって形造られているO そして、 ウメ・ オオシマザ

クラ・ サトザクラ・ ハナミズキ・ クロマツ・ カエデ・

モッコク・ アシビ・ ツバキといった四季折々の木々、

草花が美しく庭を飾り、 全体 に落ち着いた 風情を

かもしだしているO 池 には錦鯉が悠然と遊び、 天

気の良い日 にはどこからともな く小鳥達が集まり、

雨の日 にはしっとりとした静けさを、 雪の日 にはま

たちがった顔を見せるO 季節の移ろいを感じながら

散策すると、 都会の喧騒を しばし忘れさせるO

とりわけ苔むした 露地と木々 に固まれた松滴庵の

たたず
件まいは別世界の観があるO 和風の建物と調和し

た、 この庭園は当歴史館のもう一つの魅力的な顔

であるO

v庭園の樹木

議普 段



すいきんくつ

江戸の風雅“水琴窟の水音"
古来、 日本には遠方からの党鐘の余韻を楽しんだり、

松風の音に喜んだりする ようなわずかな反響や余韻を

純粋に鑑賞しようとする噌好があり、 人々は極めて繊細な感覚をもっていたO この風雅な感覚が水琴窟を

造らせたものであろう O

ちょうずばち つくばい
水琴窟は庭の手水鉢や跨掘などの近くに小さな洞窟を 造り、 そのなかに水滴を落として、 水音を洞窟の

壁面に反響させ、 地上に漏れてくる幽かな響きを楽しむ装置であるO 日本庭園の趣をより高めようとする技

法 であり造園技術の最高傑作のーっと言え ようO

水琴窟が庭園を構成する技法として用いられたのは、 江戸時代のことだといわれているO 江戸時代中期

の作庭で、 国の名勝に指定されている鳥取県東伯郡羽合町の尾崎氏庭園には、 縁先の手水鉢の前に現存

しているO 明治時代になって盛ん に取り入れられた ようであるが、j斬次衰退の一途をたどり、 現在では、

全国でも残存しているものは数少ない。

ここ 品川歴史館の庭園内には、 その水琴窟があるO 上のほうから見ると跨鋸の下に水門の小さな穴(窟

口)とそのまわりに小石が敷いてあるだけで 中はわからない。 跨鋸から出た水のうち、 その大部分は、 流

れの方にゆくが、 わずかな量の水が水門の方にゆくよう に作られていて、 この水門から地下に設けられた

小さな洞穴に滴り落ちるO そこで発生する幽玄な音は、 今でも聞くことができるO しかしながら、 江戸時

代の風雅な人々が楽しんだ水滴音は、 現在車の騒音に よってうちけされがちであるO このため、 いつでも

この音を聞くことができ、 構造を知る事ができるよう録音テープを内蔵した模型を館内に設置しているO

*水琴窟の音について 窟口における音響レベルの最高値は、 平均で62ホン(A特性)、 時に68ホンに達するo (小さ

な空洞による反響音であるためか、 発生音量は小さく、 遠方ま では届か ない。)また、 その周波数特性 は、 中心周波数が

0.5KHZ域では30ホン以下、 1 KHZ域 では65ホン、 2KHZ域では58ホン、 4KHZ域では45ホンが計測され、 これから1�2

KHZ聞に頂点をもった高音域の音で、あることがわかるO 自然、界の水の動きの多くは、 例えば、 落水音などは周波数特性が

平坦なホワイト・ ノイズであって、 この点からも水琴窟の滴水音は明らかに異なった特徴ある音響 で、あるO

一昭和56年6月 旧吉田記念館庭園内の水琴窟現況調査報告書より

2012.9版

...�専掘の下の水琴窟
v水琴窟の構造
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